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一

『
山
海
経
』
の
書
名
に
つ
い
て
　
―
―
「
山
海
」
を
中
心
に
―
―大

　
野
　
圭
　
介

緒　

言
中
国
最
古
の
空
想
的
地
理
書
と
目
さ
れ
る
『
山
海
経
』
は
、
山
の
名
と
と
も
に
そ
こ
か
ら
産
出
す
る
鉱
物
や
奇
怪
な
姿
の
動
植
物
を
描
い
た
り
、
不
思
議
な

姿
を
し
た
遠
方
の
異
民
族
を
描
い
た
り
す
る
そ
の
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
書
名
も
儒
家
の
経
典
と
は
お
よ
そ
相
容
れ
な
い
内
容
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず｢

経｣

と
い
う
書
名
が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
、
古
来
様
々
な
議
論
を
呼
ん
で
き
た
。
た
と
え
ば
経
書
と
同
じ｢

経
典｣

の
意
と
す
る
説
1
、
禹
が｢

経
歴
」

し
た
山
川
の
意
と
す
る
説
2
、
山
海
を｢

経
紀
」
す
る
意
と
す
る
説
3
な
ど
諸
説
紛
々
と
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、『
山
海
経
』
の｢

山
海
」
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
歴
代
の
諸
注
釈
も
ほ
と
ん
ど
「
山
海
」
の
意
味
に
は
触
れ
て
お
ら
ず
、

わ
ず
か
に
清
の
畢
沅
が
『
山
海
経
新
校
正
』
南
山
経
の
「
南
山
経
之
首
」
注
で
「
今
案
、
五
臧
山
經
、
是
名
山
經
、
漢
人
往
往
稱
之
。
海
外
經
已
下
、
當
爲
海

經
、
合
名
山
海
經
。（
今
案
ず
る
に
、
五
臧
（
蔵
）
山
経
は
、
是
れ
山
経
と
名
づ
く
、
漢
人 

往
往
に
し
て
之
を
称
す
。
海
外
経
已
下
は
、
当ま
さ

に
海
経
と
為
す
べ

し
、合
せ
て
山
海
経
と
名
づ
く
。）」
と
云
い
、『
山
海
経
』
と
は
前
半
五
巻
の
「
山
経
」
と
後
半
十
三
巻
の
「
海
経
」
を
合
わ
せ
た
名
で
あ
る
と
す
る
く
ら
い
で
、

袁
珂
『
山
海
経
校
注
』
も
こ
の
説
を
踏
襲
す
る
4
。
と
こ
ろ
が
「
山
経
」
と
い
う
語
は
『
山
海
経
』
五
蔵
山
経
の
各
巻
の
題
「
某
山
経
」
や
各
巻
の
冒
頭
の
「
某

山
経
之
首
」
に
見
え
て
い
る
の
に
対
し
、「
海
経
」
と
い
う
語
は
『
山
海
経
』
の
表
題
や
本
文
の
中
に
は
見
当
ら
な
い
ば
か
り
か
、
畢
沅
以
前
に
こ
の
語
が
用

い
ら
れ
た
形
跡
も
管
見
の
限
り
見
当
ら
な
い
。『
山
海
経
』
を
「
山
経
」
と
「
海
経
」
の
意
で
あ
る
と
す
る
の
は
臆
説
の
域
を
出
な
い
で
あ
ろ
う
。
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二

現
代
の
諸
研
究
で
も
、た
と
え
ば
松
田
稔『『
山
海
経
』の
基
礎
的
研
究
』で
は
、第
一
章
第
一
節「
山
経
と
海
経
の
内
容
」に
お
い
て
、『
山
海
経
』が
前
半
の「
山

経
」
と
後
半
の
「
海
経
」
に
大
別
さ
れ
、
両
者
の
性
格
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
が
5
、「
山
経
」「
海
経
」
や
「
山
海
」
の
名
の
由
来
に
つ
い
て

は
特
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
陳
連
山
『《
山
海
経
》
学
術
史
考
論
』
は
「《
山
海
経
》
書
名
的
含
義
」
と
い
う
一
章
を
設
け
て
い
る
が
、
専
ら
「
経
」
に

関
す
る
考
察
で
あ
り
、「
山
海
」
に
つ
い
て
は
「
漢
代
劉
歆
以
後
、大
致
都
以
《
山
海
經
》
爲
關
于
〝
山
海
〞
之
經
典
了
。（
漢
代
の
劉
歆
以
後
、概
ね
『
山
海
経
』

は
「
山
海
」
に
つ
い
て
の
経
典
と
さ
れ
て
き
た
。）」6
と
云
う
の
み
で
あ
る
。『
山
海
経
』
の
「
山
海
」
が
「
山
と
海
」、ひ
い
て
は
山
に
つ
い
て
記
し
た
「
山
経
」

と
海
内
・
海
外
の
荒
遠
の
地
に
つ
い
て
記
し
た
「
海
経
」
を
意
味
す
る
の
は
、
一
々
論
究
す
る
ま
で
も
な
く
自
明
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
に
一
つ
問
題
が
生
じ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、｢

山
海｣

と
い
う
語
自
体
が
、
実
は
先
秦
時
代
に
は
一
般
的
な
語
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
な
ぜ
こ
の
書
の
名
と
な
っ
た
の
か
。｢

山
海｣

が
何
に
由
来
し
、『
山
海
経
』
が
世
に
現
れ
た
当
時
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
か
を
考
究
す

る
こ
と
は
、『
山
海
経
』
の
性
格
や
成
立
の
経
緯
を
知
る
上
で
も
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

本
稿
は
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、｢

山
海｣
と
い
う
語
が
『
山
海
経
』
に
書
か
れ
た
内
容
と
い
か
に
し
て
結
び
つ
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
資
源
を
生
む
場
所
と
し
て
の
「
山
海
」

『
山
海
経
』
の
書
名
は
『
史
記
』
大
宛
列
伝
に
初
め
て
見
え
、
当
時
大
月
氏
国
に
使
者
と
し
て
赴
い
た
張
騫
が
も
た
ら
し
た
西
域
の
地
理
情
報
を
根
拠
に
、

司
馬
遷
が
こ
れ
に
否
定
的
な
評
価
を
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

『
禹
本
紀
』
言
「
河
出
崑
崙
。
崑
崙
其
高
二
千
五
百
餘
里
、
日
月
所
相
避
隱
爲
光
明
也
。
其
上
有
醴
泉
・
瑤
池
」。
今
自
張
騫
使
大
夏
之
後
也
、
窮
河
源
、

惡
睹
本
紀
所
謂
崑
崙
者
乎
。
故
言
九
州
山
川
、『
尚
書
』
近
之
矣
。
至
『
禹
本
紀
』・『
山
海
經
』
所
有
怪
物
、
余
不
敢
言
之
也
。

『
禹
本
紀
』に
言
え
ら
く「
河
は
崑
崙
よ
り
出
ず
。
崑
崙
は
其
の
高
さ
二
千
五
百
余
里
、日
月
の
相
い
避
け
隠
れ
て
光
明
を
為
す
所
な
り
。
其
の
上
に
醴
泉
・

瑤
池
有
り
」
と
。
今 

張
騫
の
大
夏
に
使
い
せ
し
の
後
よ
り
、河
源
を
窮
む
る
に
、悪い
ず

く
に
か
『
本
紀
』
に
所
謂
る
崑
崙
な
る
者
を
睹み

ん
や
。
故
に
言
え
ら
く
、

九
州
山
川
は
、『
尚
書
』
之
に
近
し
と
。『
禹
本
紀
』・『
山
海
經
』
に
有
る
所
の
怪
物
に
至
っ
て
は
、
余 

敢
え
て
之
を
言
わ
ざ
る
な
り
。
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三

こ
の
記
述
か
ら
、
司
馬
遷
の
頃
に
は
既
に
『
山
海
経
』
と
い
う
名
の
書
物
が
存
在
し
、
そ
れ
が
今
本
の
『
山
海
経
』
と
全
く
同
一
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

遥
か
西
方
に
あ
る
と
想
像
さ
れ
た
地
域
の
怪
物
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

で
は
そ
も
そ
も
「
山
海
」
と
は
ど
の
よ
う
な
由
来
を
持
つ
語
で
あ
ろ
う
か
。

先
秦
期
の
文
献
で
山
と
海
を
「
山
海
」
と
連
用
す
る
例
は
、
管
見
の
限
り
『
管
子
』
と
『
韓
非
子
』
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。『
管
子
』
は
資
源
を
産
む
も
の

と
し
て
の
山
海
を
国
で
管
理
す
る
こ
と
を
盛
ん
に
説
く
。
た
と
え
ば
海
王
篇
は

桓
公
曰
「
然
則
吾
何
以
爲
國
。」
管
子
對
曰
「
唯
官
山
海
爲
可
耳
。」
桓
公
曰
「
何
謂
官
山
海
。」
管
子
對
曰
「
海
王
之
國
、
謹
正
鹽
筴
。」

桓
公
曰
く
「
然
ら
ば
則
ち
吾 

何
を
以
て
か
国
を
為お
さ

め
ん
」
と
。
管
子 

対
え
て
曰
く
「
唯
だ
山
海
を
官
に
す
る
を
可
と
為
す
の
み
」
と
。
桓
公
曰
く
「
何

を
か
山
海
を
官
に
す
と
謂
う
」
と
。
管
子 

対
え
て
曰
く
「
海
王
の
国
は
、
塩
に
正
す
る
の
筴
を
謹
む
（
塩
に
課
税
す
る
政
策
を
厳
正
に
行
う
）」
と
。

ま
た

桓
公
曰
「
然
則
國
無
山
海
不
王
乎
。」
管
子
曰
「
因
人
之
山
海
假
之
。」

桓
公
曰
く「
然
ら
ば
則
ち
国
に
山
海
無
け
れ
ば
王
た
ら
ざ
る
か
」と
。
管
子
曰
く「
人
の
山
海
に
因
り
て
之
を
仮
る（
他
国
の
山
海
を
利
用
す
る
））」と
。

と
云
う
。
前
半
の
文
は
塩
へ
の
課
税
政
策
を
説
く
部
分
に
、
後
半
の
部
分
は
鉄
へ
の
課
税
政
策
を
説
く
部
分
に
見
え
る
も
の
で
、
こ
こ
で
の
「
山
海
」
は
鉄
を

産
す
る
山
と
塩
を
産
す
る
海
と
を
指
し
て
い
る
。

国
蓄
篇
に
は

君
有
山
海
之
金
、
而
民
不
足
於
用
、
是
皆
以
其
事
業
交
接
於
君
上
也
。

君
に
山
海
の
金
有
り
、
而
も
民
の
用
う
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
、
是
れ
皆
な
其
の
事
業
を
以
て
君
上
に
交
接
す
（
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
技
能
で
君
主
に
仕
え
て

俸
禄
を
得
よ
う
と
す
る
）。

と
云
い
、
軽
重
乙
篇
も

君
有
山
海
之
財
、
而
民
用
不
足
者
、
皆
以
其
事
業
交
接
於
上
者
也
。

君
に
山
海
の
財
有
り
、
而
る
に
民
用
の
足
ら
ざ
る
者
は
、
是
れ
皆
な
其
の
事
業
を
以
て
君
上
に
交
接
す
。
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四

と
ほ
ぼ
同
じ
文
が
あ
る
。
黎
翔
鳳
は
『
釈
名
』
釈
天
及
び
釋
兵
に
「
金
、
禁
也
」
と
あ
る
こ
と
等
を
根
拠
に
、
国
蓄
篇
の
「
山
海
之
金
」
の
「
金
」
を
「
禁
」

の
意
と
す
る
が
7
、
軽
重
乙
篇
と
合
わ
せ
て
見
れ
ば
、
こ
の
「
金
」
は
財
貨
の
意
と
解
し
て
も
問
題
は
な
い
。
こ
こ
で
も
「
山
海
」
は
財
富
を
生
み
だ
す
場
所

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
諸
篇
は
『
管
子
』
の
中
で
も
軽
重
諸
篇
に
属
す
る
。
軽
重
諸
篇
は
『
管
子
』
の
経
済
思
想
が
現
れ
た
部
分
と
し
て
重
要
視
さ
れ
、
数
多
く
の
論
考

が
あ
る
。
た
と
え
ば
町
田
三
郎
は
軽
重
諸
篇
が
他
の
諸
篇
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
か
に
注
目
し
、『
管
子
』
の
最
初
に
置
か
れ
る
牧
民
篇
の
「
楽
観
的

心
情
的
な
治
国
論
」
に
比
べ
て
軽
重
諸
篇
は
徹
底
し
た
実
務
論
で
あ
り
、
秦
の
暴
政
で
疲
弊
し
た
漢
初
の
厳
し
い
現
実
を
反
映
し
た
も
の
と
す
る
8
。
金
谷
治

は
『
管
子
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）
に
お
い
て
、
諸
先
学
の
研
究
を
概
括
し
な
が
ら
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。

ま
ず
、
司
馬
遷
の
読
ん
だ
軽
重
篇
が
原
本
と
し
て
存
在
し
た
。
そ
れ
は
戦
国
以
来
の
伝
承
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
文
帝
期

の
こ
ろ
か
ら
盛
ん
に
な
る
国
家
経
済
の
建
て
な
お
し
に
応
じ
て
軽
重
家
と
い
う
一
派
の
活
動
が
盛
ん
に
な
り
、
原
本
を
ふ
ま
え
な
が
ら
逐
次
い
ま
の
諸
篇

を
作
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
時
期
は
文
・
景
期
か
ら
武
帝
の
末
年
ご
ろ
ま
で
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
間
に
は
桑
弘
羊
ら
に
連
な
る
一

派
の
文
献
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
が
今
の
「
軽
重
」
諸
篇
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
恐
ら
く
は
戦
国
時
代
の
成
立
で
あ
る
原
本
を
吸
収
し
て
、
漢
代
の
経
済
情
勢

に
あ
わ
せ
て
作
り
あ
げ
ら
れ
た
雑
篇
の
集
積
で
あ
る
。
原
本
は
こ
れ
ら
が
作
ら
れ
て
い
く
過
程
で
次
第
に
生
彩
を
失
い
、
や
が
て
前
漢
末
、
劉
向
の
編
定

の
時
に
は
喪
失
し
て
い
た
の
で
あ
る
9
。

両
者
は
と
も
に
軽
重
諸
篇
を
、
戦
国
以
来
の
伝
承
に
由
来
す
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
文
献
と
し
て
の
成
立
は
漢
初
か
ら
武
帝
期
ま
で
と
し
て
お
り
、
特
に
金

谷
氏
は
武
帝
期
に
塩
鉄
専
売
政
策
を
始
め
と
す
る
統
制
経
済
を
推
進
し
た
桑
弘
羊
の
関
与
を
も
示
唆
す
る
。

一
方
、『
管
子
』
軽
重
諸
篇
の
成
立
を
さ
ら
に
早
く
に
引
き
上
げ
る
説
も
あ
る
。
若
江
賢
三
は
軽
重
諸
篇
の
中
の
国
蓄
・
治
国
篇
に
見
え
る
一
石
マ
ス
の
大

き
さ
が
春
秋
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
こ
れ
ら
を
春
秋
期
の
も
の
と
す
る
10
。
こ
れ
が
正
し
い
な
ら
、「
山
海
」
と
い
う
語
も
春
秋
期
か
ら
「
塩
鉄

を
産
す
る
場
所
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
張
固
也
は
『
管
子
研
究
』（
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
六
年
）
に
お
い
て
軽
重
諸
篇
の
著
作

年
代
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
第
一
に
『
史
記
』
管
晏
列
伝
で
司
馬
遷
自
身
が
「
吾
讀
管
氏
牧
民
・
山
高
・
乘
馬
・
輕
重
・
九
府
及
晏
子
春

秋
（
吾 

管
氏
の
牧
民
・
山
高
・
乗
馬
・
軽
重
・
九
府
及
び
『
晏
子
春
秋
』
を
読
む
）」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
内
容
も
戦
国
期
の
事
柄
が
多
い
こ
と
等
か
ら
、
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『
山
海
経
』
の
書
名
に
つ
い
て
　
―
―
「
山
海
」
を
中
心
に
―
―

五

軽
重
諸
篇
は
漢
代
以
前
の
成
立
で
あ
り
、
第
二
に
『
史
記
』
斉
太
公
世
家
や
『
漢
書
』
食
貨
志
等
に
記
さ
れ
る
戦
国
中
期
の
斉
国
に
お
け
る
経
済
政
策
が
、『
管

子
』
軽
重
諸
篇
に
記
さ
れ
る
「
官
山
海
」
政
策
と
一
致
す
る
こ
と
等
か
ら
、
軽
重
諸
篇
は
戦
国
中
期
以
前
の
成
立
で
あ
り
、
第
三
に
『
管
子
』
経
言
諸
篇
と
も

内
容
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
春
秋
期
の
管
仲
学
派
本
来
の
思
想
を
伝
え
る
も
の
と
結
論
づ
け
て
い
る
11

。

張
氏
が
論
拠
と
す
る
『
史
記
』
斉
太
公
世
家
に
は

太
公
至
國
修
政
、
因
其
俗
、
簡
其
禮
。
通
商
工
之
業
、
便
魚
鹽
之
利
、
而
人
民
多
歸
齊
。

太
公 

国
に
至
り
て
政
を
修
む
る
に
、
其
の
俗
に
因
り
、
其
の
礼
を
簡
に
す
。
商
工
の
業
を
通
じ
、
魚
塩
の
利
を
便
な
ら
し
め
、
而
し
て
人
民 

多
く
斉

に
帰
す
。

と
云
い
、斉
国
に
封
じ
ら
れ
た
太
公
望
呂
尚
が
商
工
業
を
盛
ん
に
し
、海
産
物
で
利
益
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
た
め
、多
く
の
人
民
が
彼
を
慕
っ
た
と
い
う
。

『
国
語
』
斉
語
に
は
春
秋
斉
の
最
盛
期
の
君
主
で
あ
っ
た
桓
公
が
宰
相
管
仲
の
建
議
を
容
れ
て
統
制
経
済
政
策
を
行
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
中
で
も

澤
立
三
虞
、
山
立
三
衡
。

沢
に
は
三
虞
を
立
て
（
韋
昭
注
：『
周
禮
』
有
澤
虞
之
官
。）、
山
に
は
三
衡
を
立
つ
（
韋
昭
注
：『
周
禮
』
有
山
虞
林
衡
之
官
）。

通
齊
國
之
魚
鹽
于
東
萊
、
使
關
市
幾
而
不
征
。

斉
国
の
魚
塩
を
東
萊
に
通
ぜ
し
め
、
関
市
を
し
て
幾
し
て
征
せ
ず
（
韋
昭
注
：
幾
、
幾
異
服
、
識
異
言
也
。
征
、
税
也
。
言
魚
鹽
者
不
征
税
、
所
以
利

諸
侯
、
致
遠
物
也
）。

と
い
う
記
述
は
、
山
沢
を
管
理
す
る
官
を
置
い
て
そ
の
資
源
を
封
閉
す
る
一
方
で
沿
海
の
魚
塩
を
内
陸
に
融
通
さ
せ
る
な
ど
、
官
が
山
林
藪
沢
や
海
の
資
源
を

管
理
統
制
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
、『
管
子
』
軽
重
諸
篇
が
説
く
「
官
山
海
」
政
策
と
一
致
す
る
が
、『
国
語
』
で
は
「
山
海
」
と
い
う
語
は
用
い
ら
れ
な
い
。

こ
れ
が
『
史
記
』
平
準
書
の
太
史
公
曰
に
な
る
と
、

齊
桓
公
用
管
仲
之
謀
、
通
輕
重
之
權
、
徼
山
海
之
業
、
以
朝
諸
侯
、
用
區
區
之
齊
顯
成
霸
名
。

斉
の
桓
公
は
管
仲
の
謀
を
用
い
、
軽
重
の
権
を
通
じ
、
山
海
の
業
を
徼ま
ね

き
、
以
て
諸
侯
に
朝
し
、
区
区
の
斉
を
用
て
顕
れ
て
霸
名
を
成
す
。

と
云
い
、斉
の
桓
公
が
管
仲
の
策
を
用
い
て
「
山
海
の
業
（
製
鉄
と
製
塩
）
を
徼
」
い
た
お
か
げ
で
、斉
は
小
国
か
ら
覇
者
と
な
っ
た
と
記
す
。
こ
こ
で
は
『
管
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子
』
と
同
様
に
「
山
海
」
を
「
鉄
を
産
す
る
山
と
塩
を
産
す
る
海
」
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。
ま
た
貨
殖
列
伝
も

齊
帶
山
海
、
膏
壤
千
里
、
宜
桑
麻
、
人
民
多
文
綵
布
帛
魚
鹽
。

斉
は
山
海
を
帯
び
、
膏
壌
は
千
里
、
桑
麻
に
宜
し
く
、
人
民
は
文
綵
・
布
帛
・
魚
塩
多
し
。

と
云
い
、
こ
こ
で
の
「
山
海
」
は
「
山
と
海
」
の
意
味
で
は
あ
る
が
、
資
源
を
生
む
も
の
の
意
味
も
含
ま
せ
て
い
る
。
こ
の
条
の
『
史
記
集
解
』
引
く
徐
広
は

斉
世
家
に
「
齊
自
泰
山
屬
之
琅
邪
、
北
被
于
海
（
斉
は
泰
山
自
り
之
を
琅
邪
に
属つ
ら

ね
、
北
は
海
に
被お
お

わ
る
）」
と
云
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、「
山
海
」
が
泰

山
を
背
に
し
東
海
に
面
し
た
斉
の
地
理
条
件
を
象
徴
す
る
語
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

こ
れ
ら
を
綜
合
す
る
と
、『
管
子
』
軽
重
諸
篇
を
春
秋
期
の
成
立
と
す
る
若
江
・
張
両
氏
の
所
説
が
仮
に
正
し
い
と
し
て
も
、「
山
海
」
の
語
が
春
秋
・
戦
国

期
の
他
の
文
献
に
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
斉
の
経
済
政
策
に
つ
い
て
記
す
『
国
語
』
斉
語
に
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
決
し
て
一
般
的
な
も

の
で
は
な
く
、
山
を
背
に
し
海
に
面
し
た
斉
国
の
軽
重
学
派
の
間
で
用
い
ら
れ
た
一
種
の
術ジ
ャ
ー
ゴ
ン語で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
管
子
』
の
他
に
、『
韓
非
子
』
で
は
大
体
篇
に
「
山
海
」
の
語
が
見
え
る
。

古
之
全
大
體
者
、
望
天
地
、
觀
江
海
、
因
山
谷
。
日
月
所
照
、
四
時
所
行
、
雲
布
風
動
。
…
…
太
山
不
立
好
惡
、
故
能
成
其
高
。
江
海
不
擇
小
助
、
故

能
成
其
富
。
故
大
人
寄
形
於
天
地
而
萬
物
備
、
歷
心
於
山
海
而
國
家
富
。

古
の
大
体
を
全
う
す
る
者
は
、
天
地
を
望
み
、
江
海
を
観み

、
山
谷
に
因
る
。
日
月
の
照
ら
す
所
、
四
時
の
行
く
所
、
雲
布し

き
風
動
く
。
…
…
太
山
は
好

悪
を
立
て
ず
、
故
に
能
く
其
の
高
き
を
成
す
。
江
海
は
小
助
を
択
ば
ず
、
故
に
能
く
其
の
富
を
成
す
。
故
に
大
人
は
形
を
天
地
に
寄
せ
て
万
物
備
わ
り
、

心
を
山
海
に
歴お

き
て
国
家
富
む
。

こ
こ
で
の｢

山
海｣

は
「
天
地
」
と
対
に
な
っ
て
お
り
、
最
初
の
段
の｢
山
谷
」「
江
海
」、
ま
た
直
前
の
文
の
「
太
山
」「
江
海
」
を
受
け
た
も
の
で
、
熟
語

と
し
て
の
用
法
と
は
認
め
が
た
い
。
大
体
篇
の
成
立
年
代
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
大
体
篇
全
体
の
内
容
は
国
政
の
要
諦
を
説
く
根
源
的
な
内
容
で
あ
り
、
冒

頭
部
分
は
「
大
体
を
全
う
し
た
古
代
の
君
主
は
、
天
地
の
広
さ
や
江
海
の
大
き
さ
、
山
谷
の
姿
に
見
習
っ
て
自
然
の
道
を
身
に
つ
け
る
」
と
い
う
道
家
的
な
主

張
で
あ
る
。｢

心
を
山
海
に
歴
き
て
国
家
富
む
」
と
い
う
表
現
は
一
見
『
管
子
』
軽
重
と
類
似
し
、
表
現
面
で
の
影
響
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
軽
重
学
派

の
言
う｢

山
海
の
財
の
国
家
管
理
」
を
直
接
に
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
た
だ
こ
の
一
文
は
、「
江
海
」
と
「
泰
山
」
を
並
列
し
た
こ
と
か
ら
「
山
海
」
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心
に
―
―

七

の
語
が
生
じ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
と
は
い
え
よ
う
。
確
実
に
言
え
る
の
は
、「
山
海
」
は
泰
山
を
擁
し
東
海
に
臨
む
斉
の
地
理
的
条
件
と
産
業
構
造
が
あ
っ
て

生
じ
得
た
語
で
あ
っ
て
、
戦
国
期
に
広
く
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
語
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

漢
に
入
る
と
、
軽
重
学
派
以
外
に
も
「
山
海
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
史
記
』
で
は
前
引
の
平
準
書
・
太
史
公
曰
や
貨
殖
列
伝
の
ほ
か
、
呉

王
濞
列
傳
の
太
史
公
曰
に
も

呉
王
之
王
、
由
父
省
也
。
能
薄
賦
斂
、
使
其
衆
、
以
擅
山
海
利
。
…
…
晁
錯
爲
國
遠
慮
、
禍
反
近
身
。
袁
盎
權
說
、
初
寵
後
辱
。
故
古
者
諸
侯
地
不
過

百
里
、
山
海
不
以
封
。

呉
王
の
王
た
る
は
、
父
の
省
せ
ら
る
る
に
由
る
な
り
。
能
く
賦
斂
を
薄
く
し
、
其
の
衆
を
使
い
、
以
て
山
海
の
利
を
擅
ほ
し
い
まま
に
す
。
…
…
晁
錯
は
国
の
為

に
遠
慮
し
、禍
は
反
っ
て
身
に
近
づ
く
。
袁
盎
の
権
説
は
、初
め
寵
せ
ら
れ
後
に
辱
め
ら
る
。
故
に
古
者 

諸
侯
の
地
は
百
里
を
過
ぎ
ず
、山
海 

以
て
封
せ
ず
。

と
云
う
。
呉
は
当
初
、
課
税
を
薄
く
し
て
産
業
を
振
興
さ
せ
、「
山
海
の
利
を
擅
ま
に
」
し
て
栄
え
た
が
、
漢
に
入
っ
て
晁
錯
が
諸
侯
国
の
力
を
削
ご
う
と
し

て
呉
王
濞
の
領
地
を
削
減
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
呉
楚
七
国
の
乱
が
起
こ
り
、
そ
れ
を
見
た
袁
盎
が
景
帝
に
晁
錯
を
殺
す
よ
う
建
議
し
、
晁
錯
は
腰
斬
に
処

せ
ら
れ
た
。
呉
楚
七
国
の
乱
は
最
終
的
に
鎮
圧
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
諸
侯
国
の
取
り
潰
し
が
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。
司
馬
遷
は
こ
れ
を
「
だ
か
ら
昔
は
諸
侯
の

領
地
は
百
里
四
方
を
超
え
ず
、
山
海
も
封
閉
し
な
か
っ
た
の
だ
」
と
評
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
管
子
』
形
勢
解
の
「
古
者
武
王
地
方
不
過
百
里
（
古
者 

武
王

の
地
は
方 

百
里
を
過
ぎ
ず
）」
や
『
戦
国
策
』
楚
策
四
の
「
湯
以
亳
、
武
王
以
鄗
、
皆
不
過
百
里
以
有
天
下
（
湯
は
亳
を
以
て
、
武
王
は
鄗
（
鎬
京
）
を
以
て
、

皆
な
百
里
を
過
ぎ
ず
以
て
天
下
を
有た
も

つ
）」を
踏
ま
え
て
い
る
が
、一
方
で『
管
子
』軽
重
諸
篇
の
説
く「
官
山
海
」政
策
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

国
を
富
ま
せ
過
ぎ
た
結
果
、
最
後
は
か
え
っ
て
国
を
滅
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
前
引
の
『
史
記
』
平
準
書
・
太
史
公
曰
も
同
じ
で
、
既
に
引
用
し
た
部
分
の
後
に
は

自
是
以
後
、
天
下
爭
於
戰
國
、
貴
詐
力
而
賤
仁
義
、
先
富
有
而
後
推
讓
。
故
庶
人
之
富
者
或
累
巨
萬
、
而
貧
者
或
不
厭
糟
糠
。
有
國
彊
者
或
并
群
小
以

臣
諸
侯
、
而
弱
國
或
絶
祀
而
滅
世
。
以
至
於
秦
、
卒
并
海
内
。

是
れ
よ
り
以
後
、
天
下 

戦
国
を
争
い
、
詐
力
を
貴
ん
で
仁
義
を
賤
し
み
、
富
有
を
先
に
し
て
推
譲
を
後
に
す
。
故
に
庶
人
の
富
め
る
者 

或
い
は
巨
万

を
累
ね
、
而
し
て
貧
し
き
者 

或
い
は
糟
糠
も
厭
か
ず
。
国
の
彊
き
者 

或
い
は
群
小
を
并あ
わ

せ
て
以
て
諸
侯
を
臣
と
し
、
而
し
て
弱
国 

或
い
は
祀
を
絶
ち
て
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世
を
滅
ぼ
す
有
り
。
以
て
秦
に
至
り
、
卒つ
い

に
海
内
を
并
す
。

と
、
そ
の
弊
害
を
記
し
て
い
る
。
司
馬
遷
は
管
仲
の
「
官
山
海
」
政
策
が
小
国
斉
を
覇
者
た
ら
し
め
た
と
言
う
一
方
で
、
富
国
政
策
を
優
先
し
て
富
め
る
者
を

ま
す
ま
す
富
ま
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
結
局
は
国
が
滅
ぶ
と
も
言
う
の
で
あ
っ
て
、
軽
重
学
派
の
主
張
に
は
功
罪
両
面
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
知

れ
る
。

そ
の
こ
と
は
『
史
記
』
貨
殖
列
伝
を
見
る
と
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
貨
殖
列
伝
に
は

故
君
子
富
好
行
其
德
、
小
人
富
以
適
其
力
。
淵
深
而
魚
生
之
、
山
深
而
獸
往
之
、
人
富
而
仁
義
附
焉
。
富
者
得
埶
益
彰
、
失
埶
則
客
無
所
之
。

故
に
君
子
は
富
み
て
其
の
徳
を
行
う
を
好
み
、
小
人
は
富
み
て
以
て
其
の
力
に
適か
な

う
。
淵 

深
く
し
て
魚 

之
に
生
じ
、
山 

深
く
し
て
獣 

之
に
往
き
、
人 

富
み
て
仁
義 

附
く
。
富
者
は
埶
（
勢
）
を
得
て
益
ま
す
彰あ
ら

わ
れ
、
埶
を
失
え
ば
則
ち
客
と
し
て
之
く
所
無
し
。

隱
居
巖
穴
之
士
設
為
名
高
者
安
歸
乎
。
歸
於
富
厚
也
。
是
以
廉
吏
久
、
久
更
富
、
廉
賈
歸
富
。
富
者
、
人
之
情
性
、
所
不
學
而
俱
欲
者
也
。

巌
穴
に
隠
居
す
る
の
士
の
設
け
て
名
の
高
き
を
為
す
者
は
安い
ず

く
に
帰
す
る
や
。
富
厚
に
帰
す
る
な
り
。
是
を
以
て
廉
吏
は
久
し
く
、
久
し
く
し
て
更
に

富
み
、
廉
賈
は
富
に
帰
す
。
富
な
る
者
は
、
人
の
情
性
、
学
ば
す
し
て
俱
に
欲
す
る
所
の
者
な
り
。

農
工
商
賈
畜
長
、
固
求
富
益
貨
也
。
此
有
知
盡
能
索
耳
、
終
不
餘
力
而
讓
財
矣
。

農
工
商
賈 

畜
長
す
る
は
、
固
よ
り
富
を
求
め
貨
を
益
す
な
り
。
此
れ
知
尽
き
能
索も
と

む
る
有
る
の
み
、
終
に
力
を
余
し
て
財
を
譲
ら
ず
。

の
よ
う
に
財
富
を
求
め
る
こ
と
を
是
認
す
る
記
述
が
あ
る
一
方
で
、
漢
初
の
富
豪
に
つ
い
て

皆
非
有
爵
邑
奉
祿
弄
法
犯
姦
而
富
、
盡
推
理
12
去
就
、
與
時
俯
仰
、
獲
其
贏
利
、
以
末
致
財
、
用
本
守
之
、
以
武
一
切
、
用
文
持
之
、
變
化
有
概
、
故

足
術
也
。

皆
な
爵
邑
奉
祿
有
り
て
法
を
弄
び
姦
を
犯
し
て
富
め
る
に
非
ず
、
尽
く
理
を
推
し
て
去
就
し
、
時
と
俯
仰
し
、
其
の
贏
利
を
獲
て
、
末
を
以
て
財
を
致

し
、
本
を
用
て
之
を
守
り
、
武
を
以
て
一
切
し
、
文
を
用
て
之
を
持
し
、
変
化 
概
有
り
、
故
に
術
と
す
る
に
足
る
な
り
。

と
云
う
。
爵
邑
や
俸
禄
が
あ
り
な
が
ら
「
法
を
弄
び
姦
を
犯
」
す
よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
で
は
な
く
、
経
済
の
法
則
を
推
理
し
て
対
処
し
、
世
の
動
き
に
柔
軟

に
合
わ
せ
て
利
益
を
得
、
商
工
業
で
財
産
を
築
く
と
農
業
で
そ
れ
を
守
り
、
大
胆
な
や
り
方
で
財
を
築
い
て
は
法
令
を
整
備
し
て
そ
れ
を
維
持
し
、
変
化
の
中
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海
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中
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に
―
―

九

に
も
節
度
が
あ
る
の
で
、
術
と
し
て
記
録
す
る
に
足
る
の
だ
と
い
い
、
法
を
犯
さ
な
い
正
当
な
方
法
を
採
る
限
り
に
お
い
て
財
富
を
得
る
こ
と
は
「
術
」
た
り

得
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
「
法
を
弄
び
姦
を
犯
」
す
輩
が
横
行
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
、
佐
藤
武
敏
は
「
貨
殖
列
伝
」
に
お
い
て

司
馬
遷
は
先
秦
の
富
者
に
つ
い
て
は
評
価
す
る
が
、
漢
代
特
に
武
帝
期
の
富
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
利
益
追
求
に
専
念
す
る
風
俗
と
と
も
に
批
判
的
な
目
を
向

け
て
い
る
と
指
摘
す
る
13

。

武
帝
は
製
鉄
や
塩
業
で
莫
大
な
利
益
を
上
げ
て
い
た
豪
商
の
恣
意
的
な
経
済
活
動
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
大
農
上
塩
鉄
丞
の
孔
僅
と
東
郭
咸
陽
の
建
言
に
基

づ
い
て
塩
鉄
の
専
売
制
を
実
行
し
た
。
こ
の
と
き
二
人
は
「
山
海
、
天
地
之
藏
也
（
山
海
は
、
天
地
の
蔵
な
り
）」
と
言
っ
て
お
り
、
こ
の
献
策
も
『
管
子
』
軽

重
の
説
に
拠
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
を
実
行
す
る
と
、
そ
の
担
当
官
に
も
と
も
と
塩
鉄
業
に
携
わ
っ
て
い
た
豪
商
を
登
用
し
た
こ
と
で
か
え
っ
て

混
乱
を
招
い
た
。
そ
の
た
め
桑
弘
羊
の
建
議
に
よ
っ
て
、
塩
鉄
官
を
中
央
か
ら
派
遣
す
る
よ
う
改
め
、
さ
ら
に
塩
鉄
の
統
制
だ
け
で
は
不
十
分
と
し
て
、
物
資
の

売
買
や
流
通
も
国
営
と
し
て
物
価
の
安
定
を
図
る
「
均
輸
法
」
で
、
徹
底
し
た
統
制
経
済
政
策
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
一
年
の
う
ち
に
国
家
も
民
も
大

い
に
潤
っ
て
、
桑
弘
羊
は
そ
の
功
績
に
よ
り
左
庶
長
の
爵
位
を
賜
わ
っ
た
こ
と
が
『
史
記
』
平
準
書
で
伝
え
ら
れ
る
14

。
も
っ
と
も
平
準
書
は
こ
の
後
に

是
歳
小
旱
、
上
令
官
求
雨
。
卜
式
言
曰
「
縣
官
當
食
租
衣
税
而
已
。
今
弘
羊
令
吏
坐
市
列
肆
、
販
物
求
利
。
亨
弘
羊
、
天
乃
雨
。」

是
の
歳 

小す
こ

し
く
旱
あ
り
、
上 

官
を
し
て
雨
を
求
め
し
む
。
卜
式 

言
い
て
曰
く
「
県
官
は
当
に
租
に
食
ら
い
税
に
衣き

る
べ
き
の
み
。
今 

弘
羊 

吏
を
し

て
市
に
坐
し
肆
を
列
し
、
物
を
販う

り
て
利
を
求
め
し
む
。
弘
羊
を
亨
（
烹
）
れ
ば
、
天 

乃
ち
雨
ふ
ら
ん
」
と
。

と
、
清
廉
無
私
な
人
物
で
あ
っ
た
卜
式
が
、
官
で
あ
り
な
が
ら
営
利
を
追
求
す
る
桑
弘
羊
を
雨
乞
い
の
代
わ
り
に
処
刑
す
る
よ
う
建
議
す
る
、
不
吉
な
記
述
で

そ
の
歴
史
叙
述
を
終
え
て
い
る
15

。
司
馬
遷
が
桑
弘
羊
の
政
策
に
対
し
て
、
ひ
い
て
は
軽
重
学
派
の
主
張
す
る
統
制
経
済
を
実
行
す
る
こ
と
に
対
し
て
批
判
的

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
も
窺
え
る
。

武
帝
崩
御
の
後
に
も
、
軽
重
学
派
の
統
制
経
済
政
策
の
是
非
が
議
論
さ
れ
た
。『
漢
書
』
食
貨
志
下
に
よ
る
と
、
昭
帝
は
即
位
し
て
六
年
に
詔
し
て
「
郡
国

に
賢
良
文
学
の
士
を
挙
」
げ
、
民
情
と
民
を
教
化
す
る
道
と
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
皆
が
「
塩
鉄
と
均
輸
の
制
度
を
や
め
て
天
下
が
利
を
争
わ
ず
倹
約
に
努
め
る

よ
う
に
し
て
こ
そ
教
化
で
き
る
」
と
答
え
た
た
め
16

、
始
元
六
（
紀
元
八
一
）
年
の
い
わ
ゆ
る
塩
鉄
会
議
で
、
塩
鉄
・
均
輸
の
制
の
存
廃
が
議
論
さ
れ
た
。
そ

の
論
争
の
内
容
を
次
の
宣
帝
の
頃
に
桓
寛
が
ま
と
め
た
『
塩
鉄
論
』
は
、
塩
鉄
専
売
存
続
派
の
「
大
夫
」「
御
史
」
と
否
定
派
の
「
文
学
」
と
の
対
話
体
で
記
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〇

さ
れ
る
が
、
た
と
え
ば

大
夫
曰
「
管
子
云
『
…
…
有
山
海
之
貨
而
民
不
足
於
財
者
、
商
工
不
備
也
。』」（
大
夫
曰
く
「
管
子
に
云
う
『
…
…
山
海
の
貨
有
り
て
民
の
財
に
足
ら

ざ
る
者
は
、
商
工 

備
わ
ら
ざ
る
な
り
。』
と
」）

文
學
曰
「
…
…
有
山
海
之
貨
而
民
不
足
於
財
者
、
不
務
民
用
而
淫
巧
衆
也
。
故
川
源
不
能
實
漏
卮
、
山
海
不
能
贍
溪
壑
。」（
文
学
曰
く
「
…
…
山
海
の

貨
有
り
て
民
の
財
に
足
ら
ざ
る
者
は
、民
用
を
務
め
ず
し
て
淫
巧
衆お
お

け
れ
ば
な
り
。故
に
川
源
は
漏
卮
を
実み

た
す
能
わ
ず
、山
海
は
渓
壑
を
贍た

す
能
わ
ず
。」）

（
本
議
）

の
よ
う
に
、
大
夫
が
『
管
子
』
の
説
を
引
い
て
そ
の
政
策
の
利
点
や
必
要
性
を
説
く
の
に
対
し
て
、
文
学
が
そ
れ
に
反
駁
す
る
対
話
が
随
所
に
見
ら
れ
、
そ
こ

で
も
軽
重
学
派
の
術
語
と
し
て
の
意
味
で
「
山
海
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
他
に
「
山
海
」
が
見
え
る
箇
所
の
う
ち
、

文
學
曰
「
…
…
草
萊
不
闢
、
田
疇
不
治
、
雖
擅
山
海
之
財
、
通
百
末
之
利
、
猶
不
能
贍
也
。」（
文
学
曰
く
「
…
…
草
萊 

闢
け
ず
、
田
疇 

治
ま
ら
ず
、

山
海
の
財
を
擅
ま
に
し
、
百
末
の
利
を
通
ず
と
雖
も
、
猶
お
贍
す
能
わ
ざ
る
な
り
」）（
力
耕
）

大
夫
曰
「
…
…
天
地
之
利
無
不
贍
、
而
山
海
之
貨
無
不
富
也
。」（
大
夫
曰
く
「
…
…
天
地
の
利
は
贍
さ
ざ
る
無
く
、
而
も
山
海
の
貨
は
富
ま
ざ
る
無
き

な
り
。」）（
通
有
）

大
夫
曰
「
家
人
有
寶
器
、
尚
函
匣
而
藏
之
、
況
人
主
之
山
海
乎
。
夫
權
利
之
處
、
必
在
深
山
窮
澤
之
中
、
非
豪
民
不
能
通
其
利
。」（
大
夫
曰
く
「
家
人

に
宝
器
有
れ
ば
、
尚
お
函
匣
し
て
之
を
蔵
す
、
況
ん
や
人
主
の
山
海
を
や
。
夫
れ
権
利
の
処
、
必
ず
深
山
窮
沢
の
中
に
在
り
、
豪
民
に
非
ざ
れ
ば
其
の
利

を
通
ず
る
能
わ
ず
。」）（
禁
耕
）

文
學
曰
「
民
人
藏
於
家
、
諸
侯
藏
於
國
、
天
子
藏
於
海
內
。
…
…
故
權
利
深
者
、
不
在
山
海
、
在
朝
廷
。」（
文
学
曰
く
「
民
人
は
家
に
蔵
し
、
諸
侯
は

国
に
蔵
し
、
天
子
は
海
内
に
蔵
す
。
…
…
故
に
権
利
の
深
き
者
は
、
山
海
に
在
ら
ず
、
朝
廷
に
在
り
。」）（
同
）

大
夫
曰
「
山
海
有
禁
而
民
不
傾
。
貴
賤
有
平
而
民
不
疑
。」（
大
夫
曰
く
「
山
海
に
禁
有
り
て
民
は
傾
か
ず
。
貴
賤
に
平
有
り
て
民
は
疑
わ
ず
。」）（
同
）

文
學
曰
「
山
海
者
、
財
用
之
寶
路
也
。
鐵
器
者
、
農
夫
之
死
生
也
。」（
文
学
曰
く
「
山
海
な
る
者
は
、
財
用
の
宝
路
な
り
。
鉄
器
な
る
者
は
、
農
夫
之

死
生
な
り
。」）（
同
）

－ 220 － － 221 －



『
山
海
経
』
の
書
名
に
つ
い
て
　
―
―
「
山
海
」
を
中
心
に
―
―

一
一

山
海
之
利
、廣
澤
之
畜
、天
地
之
藏
也
。
皆
宜
屬
少
府
。（
山
海
の
利
、広
沢
の
畜
は
、天
地
の
蔵
な
り
。
皆
な
宜
し
く
少
府
に
属
せ
し
む
べ
し
。）（
復
古
）

大
夫
曰
「
…
…
是
以
縣
官
開
園
池
、
總
山
海
、
致
利
以
助
貢
賦
、
修
溝
渠
、
立
諸
農
、
廣
田
牧
、
盛
苑
囿
。（
大
夫
曰
く
「
…
…
是
を
以
て
県
官
は
園

池
を
開
き
、
山
海
を
総
べ
、
利
を
致
し
て
以
て
貢
賦
を
助
け
、
溝
渠
を
修
め
、
諸
農
を
立
て
、
田
牧
を
広
く
し
、
苑
囿
を
盛
ん
に
す
。）（
園
池
）

文
學
曰
「
禮
義
者
、
國
之
基
也
。
而
權
利
者
、
政
之
殘
也
。
…
…
非
特
管
仲
設
九
府
、
徼
山
海
也
。
然
而
國
家
衰
耗
、
城
郭
空
虛
。
故
非
特
崇
仁
義
無

以
化
民
、
非
力
本
農
無
以
富
邦
也
。」（
文
学
曰
く
「
礼
義
な
る
者
は
、
国
の
基
な
り
。
而
し
て
権
利
な
る
者
は
、
政
の
残
な
り
。
…
…
特
に
管
仲
の
九
府

を
設
け
、
山
海
を
徼
く
の
み
に
非
ざ
る
な
り
。
然
り
而
し
て
国
家 

衰
耗
し
、
城
郭 

空
虚
な
り
。
故
に
特
に
仁
義
を
崇た
っ
とぶ
の
み
に
非
ざ
れ
ば
以
て
民
を
化

す
る
無
く
、
本
農
を
力つ
と

む
る
に
非
ざ
れ
ば
以
て
邦
を
富
ま
す
無
し
。」）（
軽
重
）

文
學
曰
「
…
…
食
湖
池
、
管
山
海
、
芻
蕘
者
不
能
與
之
爭
澤
、
商
賈
不
能
與
之
爭
利
。」（
文
学
曰
く
「
…
…
湖
池
に
食
し
、
山
海
を
管
し
、
芻
蕘
の
者

は
之
と
沢
を
争
う
能
わ
ず
、
商
賈
は
之
と
利
を
争
う
能
わ
ず
。」）（
貧
富
）

の
よ
う
な
例
は
、「
山
海
之
貨
」「
山
海
之
利
」「
山
海
之
財
」
あ
る
い
は
「
管
山
海
」「
山
海
有
禁
」
な
ど
と
用
い
ら
れ
、
さ
ら
に
は
『
管
子
』
を
直
接
引
用
し

た
り
、「
山
海
者
、
財
用
之
寶
路
也
」「
管
仲
設
九
府
、
徼
山
海
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
軽
重
学
派
の
術
語
と
し
て
の
意
味
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
し
か
も
大
夫
だ
け
で
は
な
く
文
学
も
こ
れ
を
用
い
て
反
論
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
資
源
を
生
み
だ
す
場
所
と
し
て
の
「
山
海
」
は
、
既
に
軽
重
学
派

だ
け
に
し
か
通
じ
な
い
語
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

二
、
辺
遠
の
山
と
海
と
し
て
の
「
山
海
」

「
山
海
」
と
い
う
語
が
も
と
も
と
『
管
子
』、
特
に
軽
重
学
派
の
術
語
で
あ
り
、
漢
代
に
お
い
て
も
統
制
経
済
政
策
派
の
理
論
的
根
拠
と
し
て
軽
重
の
学
が
重

視
さ
れ
て
い
た
た
め
、引
き
続
き
術
語
と
し
て
用
い
ら
れ
、さ
ら
に
軽
重
学
派
以
外
に
も
広
ま
っ
た
こ
と
を
前
章
で
見
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、漢
代
に
は
「
山

海
」
の
新
し
い
意
味
用
法
も
生
じ
て
い
る
。

漢
代
に
お
け
る
「
山
海
」
の
用
例
は
、
辞
賦
や
詩
歌
で
は
管
見
の
限
り
前
漢
・
後
漢
を
通
じ
て
皆
無
で
あ
る
。
即
ち
後
世
の
詩
歌
に
見
ら
れ
る
、
詩
語
と
し
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て
山
と
海
を
対
に
し
て
連
用
す
る
用
法
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
史
書
や
諸
子
に
ま
で
対
象
を
広
げ
る
と
、
確
実
な
例
は
『
史
記
』
酈
生
陸

賈
列
傳
に
お
い
て
、
陸
賈
が
南
越
に
使
者
と
し
て
赴
い
た
際
に
南
越
王
に
言
っ
た
言
葉
と
し
て

陸
生
曰
「
…
…
今
王
衆
不
過
數
十
萬
、
皆
蠻
夷
、
崎
嶇
山
海
閒
、
譬
若
漢
一
郡
。
王
何
乃
比
於
漢
。」

陸
生
曰
く
「
…
…
今 

王
の
衆
は
数
十
万
を
過
ぎ
ず
、
皆
な
蛮
夷
に
し
て
、
山
海
の
間
に
崎
嶇
し
、
譬
え
ば
漢
の
一
郡
の
若ご
と

し
。
王 

何
ぞ
乃
ち
漢
に
比

せ
ん
」
と
。

と
云
う
の
が
最
初
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
山
海
」
は
軽
重
学
派
の
術
語
と
し
て
の
「
山
海
」
と
は
異
な
り
、
蛮
夷
が
住
む
辺
遠
の
山
と
海
の
意
で
用
い
ら
れ
て

い
る
。
陸
賈
は
当
該
本
伝
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
秦
末
漢
初
の
楚
の
人
、
南
越
に
は
二
度
使
し
て
い
る
。
従
っ
て
こ
れ
が
本
当
に
陸
賈
の
言
葉
で
あ
る
な
ら
、

辺
遠
の
地
と
し
て
の
「
山
海
」
は
漢
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
し
、仮
に
そ
う
で
な
く
て
も
司
馬
遷
の
頃
に
は
確
実
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

陸
賈
の
「
山
海
」
は
或
い
は
楚
や
南
越
で
の
用
法
か
も
知
れ
な
い
が
、
他
の
楚
地
の
文
献
に
「
山
海
」
の
語
が
見
え
な
い
以
上
、
こ
こ
で
は
可
能
性
を
指
摘
す

る
に
と
ど
め
る
。

そ
の
陸
賈
の
著
作
と
さ
れ
る
『
新
語
』
本
行
に
も

夫
釋
農
桑
之
事
、
入
山
海
、
採
珠
璣
、
求
瑤
琨
、
探
沙
谷
、
捕
翡
翠
、
□
瑇
瑁
、
搏
犀
象
17
、
消
䈥
力
、
散
布
泉
、
以
極
耳
目
之
好
、
以
快
淫
邪
之
心
、

豈
不
謬
哉
。

夫
れ
農
桑
の
事
を
釈す

て
、
山
海
に
入
り
、
珠
璣
を
採
り
、
瑤
琨
を
求
め
、
沙
谷
を
探
り
、
翡
翠
を
捕
え
、
瑇
瑁
を
□
し
、
犀
象
を
搏
ち
、
䈥
（
筋
）
力

を
消
し
、
布
泉
を
散
じ
、
以
て
耳
目
の
好
を
極
め
、
以
て
淫
邪
の
心
を
快
く
す
、
豈
に
謬
ら
ざ
ら
ん
や
。

と
云
う
。
玳
（
瑇
）
瑁
は
熱
帯
産
で
、
少
な
く
と
も
中
原
の
地
で
は
宝
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
た
。『
史
記
』
春
申
君
列
伝
に
は
趙
の
使
者
が
楚
の
春
申
君
に

自
慢
す
る
つ
も
り
で
玳
瑁
製
の
簪
を
挿
し
、
鞘
を
真
珠
で
飾
っ
た
刀
を
差
し
て
お
目
通
り
を
願
い
出
る
と
、
春
申
君
の
上
級
の
食
客
が
み
な
真
珠
を
飾
っ
た
履

き
物
を
履
い
て
い
た
の
で
、
使
者
は
大
い
に
恥
じ
た
と
い
う
故
事
が
見
え
る
18
。
本
行
篇
の
「
山
海
」
も
有
用
な
資
源
を
産
出
す
る
場
で
は
な
く
、
浪
費
を
促

す
よ
う
な
遠
方
の
珍
宝
を
産
す
る
場
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
軽
重
学
派
の
術
語
と
し
て
の
用
法
と
辺
遠
の
山
海
と
し
て
の
用
法
の
中
間
的
な
も
の
で
、
或

い
は
統
一
帝
国
の
出
現
に
よ
っ
て
、
遠
方
の
珍
し
い
品
物
の
情
報
や
現
物
が
都
に
集
積
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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『
山
海
経
』
の
書
名
に
つ
い
て
　
―
―
「
山
海
」
を
中
心
に
―
―

一
三

と
こ
ろ
で
今
本
『
新
語
』
に
は
偽
作
説
が
あ
る
。
金
谷
治
19
や
宇
野
茂
彦
20
ら
の
論
考
で
歴
代
の
偽
作
説
や
そ
れ
へ
の
反
論
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
今

本
『
新
語
』
が
陸
賈
の
著
し
た
『
新
語
』
そ
の
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、『
漢
書
』
芸
文
志
に
録
さ
れ
る
「
陸
賈
二
十
三
篇
」
に
該
当
す
る
可
能
性
が
高
く
、

陸
賈
の
説
を
反
映
す
る
も
の
と
み
て
差
し
支
え
な
い
と
す
る
説
が
大
勢
を
占
め
る
。
こ
れ
に
対
し
て
福
井
重
雅
は
、『
新
語
』
真
作
説
が
真
作
た
る
の
証
明
に

は
な
お
不
十
分
で
あ
る
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
『
新
語
』
に
は
前
漢
末
か
ら
後
漢
初
の
政
治
状
況
を
反
映
し
た
と
思
わ
れ
る
記
述
が
目
立
つ
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
21
。
福
井
氏
は
先
の
本
行
篇
に
つ
い
て
も
「
按
記
圖
籙
、
以
知
性
命
」
と
い
う
讖
緯
思
想
に
基
づ
く
記
述
が
あ
り
、
他
の
篇
に
も
そ
れ
が
頻
出
す
る
こ
と
を

挙
げ
て
、
こ
れ
を
「
両
漢
交
代
期
の
思
想
的
情
況
を
反
映
す
る
も
の
」
と
す
る
22

。
筆
者
も
こ
の
見
解
を
妥
当
と
考
え
る
が
、
前
引
の
文
に
限
っ
て
言
え
ば
、

こ
の
記
述
が
陸
賈
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
矛
盾
は
な
い
。
な
お
『
新
語
』
に
は
も
う
一
つ
、
辨
惑
篇
に
も

故
邪
臣
之
蔽
賢
、
猶
浮
雲
之
鄣
日
月
也
、
非
得
神
靈
之
化
、
罷
雲
霽
翳
、
令
歸
山
海
、
然
後
乃
得
覩
其
光
明
、
暴
天
下
之
濡
濕
、
照
四
方
之
晦
冥
。

故
に
邪
臣
の
賢
を
蔽
う
は
、
猶
お
浮
雲
の
日
月
を
鄣さ
え
ぎる
が
ご
と
き
な
り
、
神
霊
の
化
を
得
る
に
非
ず
、
雲
を
罷は
ら

い
翳か
げ

を
霽は

ら
し
、
山
海
に
帰
せ
し
め
、

然
る
後 

乃
ち
其
の
光
明
を
覩
、
天
下
の
濡
湿
を
暴か
わ

か
し
，
四
方
の
晦
冥
を
照
ら
す
を
得
た
り
。

と
云
い
、
こ
こ
で
の
山
海
は
雲
が
帰
る
場
所
と
し
て
の
遠
方
の
山
と
海
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
用
法
は
漢
代
に
お
い
て
は
他
に
例
が

な
く
、
後
述
す
る
よ
う
に
魏
晋
以
後
に
多
く
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
辨
惑
篇
の
こ
の
条
は
む
し
ろ
さ
ら
に
後
世
の
偽
作
と
し
て
福
井
説
を
傍
証
す
る
材

料
に
も
な
り
得
る
。

辺
遠
の
地
と
し
て
の
「
山
海
」
は
、『
塩
鉄
論
』
に
も
見
え
て
い
る
。
復
古
篇
に
は

大
夫
曰
「
…
…
故
因
勢
變
以
主
四
夷
、
地
濱
山
海
、
以
屬
長
城
。
北
略
河
外
、
開
路
匈
奴
之
鄕
，
功
未
卒
善
。」

大
夫
曰
く
「
…
…
故
に
勢
変
に
因
り
て
以
て
四
夷
を
主せ

む
る
23
も
、
地
は
山
海
に
浜
し
、
以
て
長
城
に
属つ
ら

な
る
。
北
の
か
た
河
外
を
略
し
、
路
を
匈
奴

の
郷
に
開
く
も
、
功 

未
だ
卒
善
な
ら
ず
。」

刺
権
篇
に
は

大
夫
曰
「
…
…
今
山
川
海
澤
之
原
、
非
獨
雲
夢
・
孟
諸
也
。
鼓
鑄
煮
鹽
、
其
勢
必
深
居
幽
谷
、
而
人
民
所
罕
至
。
姦
猾
交
通
山
海
之
際
、
恐
生
大
姦
。」

大
夫
曰
く
「
…
…
今 

山
川
海
沢
の
原
は
、
独
り
雲
夢
・
孟
諸
の
み
に
非
ざ
る
な
り
。
鼓
鋳
し
て
塩
を
煮
る
は
、
其
の
勢
は
必
ず
幽
谷
に
深
居
し
、
而
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一
四

し
て
人
民
の
罕
に
至
る
所
な
り
。
姦
猾
は
山
海
の
際
に
交
通
し
、
恐
ら
く
大
姦
を
生
ぜ
ん
。」

国
疾
篇
に
は

賢
良
曰
「
…
…
邪
臣
各
以
伎
藝
、
虧
亂
至
治
、
外
障
山
海
、
內
興
諸
利
。」

賢
良
曰
く
「
…
…
邪
臣 

各
お
の
伎
芸
を
以
て
、
至
治
を
虧
乱
し
、
外
は
山
海
を
障
て
、
内
に
諸
利
を
興
す
。」

と
云
い
、
単
な
る
自
然
環
境
や
景
観
で
は
な
く
、
蛮
夷
の
い
る
場
所
の
意
味
を
含
む
。
ま
た
刺
権
篇
の
「
山
海
」
は
同
時
に
「
山
川
海
澤
」
の
縮
約
で
も
あ
る
。

先
に
挙
げ
た
『
韓
非
子
』
大
体
篇
の
「
山
海
」
は
、「
天
地
」
と
対
に
な
っ
て
お
り
、
前
段
の｢

山
谷
」「
江
海
」、
ま
た
「
太
山
」「
江
海
」
を
受
け
た
も
の
で
、

熟
語
と
し
て
の
用
法
と
は
認
め
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。「
辺
遠
の
山
と
海
」
を
意
味
す
る
「
山
海
」
も
、
或
い
は
こ
の
流
れ
を
く
む
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ

な
い
が
、『
韓
非
子
』
の
「
山
海
」
は
泰
山
を
背
に
し
東
海
に
面
し
た
斉
国
の
、
陸
賈
の
「
山
海
」
は
南
嶺
山
脈
を
背
に
し
南
海
に
面
し
た
南
越
の
地
理
条
件

が
あ
っ
て
初
め
て
生
じ
得
た
語
で
あ
る
。
そ
う
し
た
ロ
ー
カ
ル
な
語
で
あ
っ
た
「
山
海
」
も
、漢
と
い
う
統
一
王
朝
の
治
世
に
伴
う
文
化
的
な
統
一
が
あ
っ
て
、

初
め
て
一
般
的
な
語
と
な
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
な
「
山
と
海
」
と
い
う
意
味
で
の
「
山
海
」
が
現
れ
る
の
は
、
さ
ら
に
下
っ
て
魏
晋
以
後
に
な
る
。
魏
の
曹
植
「
求
自
試
表
」（『
三

国
志
』
魏
書
・
陳
思
王
植
伝
及
び
『
文
選
』
巻
三
七
所
収
）
に

冀
以
塵
霧
之
微
、
補
益
山
海
、
熒
燭
末
光
、
增
輝
日
月
。

冀
わ
く
は
塵
霧
（『
文
選
』
作
「
露
」）
の
微
を
以
て
、
山
海
を
補
益
し
、
熒
（『
文
選
』
作
「
螢
」）
燭
の
末
光
も
て
、
日
月
を
増
輝
せ
ん
こ
と
を
。

と
あ
る
の
が
そ
の
最
も
早
い
例
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
以
後
の
例
を
見
て
も
、

太
祖
以
虔
領
泰
山
太
守
。
郡
接
山
海
、
世
亂
、
聞
民
人
多
藏
竄
。

太
祖 （
呂
）
虔
を
以
て
泰
山
太
守
を
領
せ
し
む
。
郡
は
山
海
に
接
し
、
世 
乱
れ
、
民
人
の
多
く
蔵
竄
せ
る
を
聞
く
。（『
三
国
志
』
魏
書
・
呂
虔
伝
）

地
祇
・
配
帝
等
牲
用
黃
犢
二
、
神
州
以
下
用
方
色
犢
一
、九
州
山
海
墳
衍
等
加
羊
豕
各
九
。

地
祇
・
配
帝
（
天
と
併
せ
て
祖
先
を
祀
る
祭
祀
）
等
の
牲
に
は
黄
犢
二
を
用
い
、
神
州
以
下
に
は
方
色
（
五
行
で
各
方
位
に
配
さ
れ
た
青
赤
白
黒
黄
の

色
）
の
犢
一
を
用
い
、
九
州
の
山
海
墳
衍
（
崖
と
平
地
）
等
に
は
羊
豕
各
お
の
九
を
加
う
。（『
通
典
』
礼
五
・
方
丘
）
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名
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い
て
　
―
―
「
山
海
」
を
中
心
に
―
―

一
五

の
よ
う
に
、
単
な
る
山
と
海
で
は
な
く｢

広
い
ス
ケ
ー
ル
で
の
山
と
海｣

の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。『
山
海
経
』
の
書
名
の
「
山
海
」
も
一
見
こ
の
意
味
の
よ

う
に
思
え
る
が
、
そ
の
よ
う
な
「
山
海
」
と
い
う
語
は
漢
代
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、「
山
海
」
と
『
山
海
経
』

前
章
ま
で
の
考
察
で
、
先
秦
期
の
「
山
海
」
が
単
純
に
山
と
海
を
意
味
す
る
語
で
は
な
く
、
専
ら
軽
重
学
派
の
術
語
と
し
て
用
い
ら
れ
、
漢
に
入
っ
て
よ
う

や
く
辺
遠
の
山
と
海
の
意
味
も
生
じ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
で
は
そ
の
よ
う
な
特
殊
な
語
が
い
か
に
し
て
『
山
海
経
』
と
い
う
書
物
と
結
び
つ
き
、
そ
の
書
名

に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
手
が
か
り
の
一
つ
は
、『
山
海
経
』
前
半
の
五
蔵
山
経
の
基
本
的
な
文
体
が
、『
管
子
』
軽
重
諸
篇
の
一
つ
地
数
篇
と
共
通
す
る
特
色
を
持
つ
こ
と
で
あ

る
。
地
数
編
に
は
管
仲
が
黄
帝
と
伯
高
の
問
答
を
引
き
な
が
ら
桓
公
に
答
え
た
言
葉
と
し
て

黄
帝
問
於
伯
高
曰
、「
吾
欲
陶
天
下
而
以
爲
一
家
、爲
之
有
道
乎
。」伯
高
對
曰
、「
請
刈
其
莞
而
樹
之
吾
、謹
逃
其
蚤
牙
、則
天
下
可
陶
而
爲
一
家
。」黄
帝
曰
、

「
此
若
言
可
得
聞
乎
。」
伯
高
對
曰
、「
上
有
丹
沙
者
、
下
有
黄
金
。
上
有
慈
石
者
、
下
有
銅
金
。
上
有
陵
石
者
、
下
有
鉛
錫
赤
銅
。
上
有
赭
者
、
下
有
鐵
。」

此
山
之
見
榮
者
也
。
苟
山
之
見
其
榮
者
、
君
謹
封
而
祭
之
、
距
封
十
里
而
為
一
壇
、
是
則
使
乘
者
下
行
、
行
者
趨
、
若
犯
令
者
罪
死
不
赦
。
然
則
與
折
取

之
遠
矣
。
修
教
十
年
、
而
葛
盧
之
山
發
而
出
水
、
金
從
之
。
…
…　

黄
帝 

伯
高
に
問
い
て
曰
く
、「
吾 

天
下
を
陶
し
て
以
て
一
家
と
為
さ
ん
と
欲
す
、
之
を
為
す
に
道
有
る
か
」
と
。
伯
高 

対
え
て
曰
く
、「
請
う 

其
の
莞

を
刈
り
て
之
に
吾
（
五
穀
）24
を
樹
え
、
謹
み
て
其
の
蚤
牙
を
逃
る
れ
ば
、
則
ち
天
下 

陶
し
て
一
家
と
為
す
べ
し
」
と
。
黄
帝
曰
く
、「
此
の
若
の
言
は

聞
く
を
得
べ
き
か
」
と
。
伯
高 

対
え
て
曰
く
、「
上
に
丹
沙
有
る
者
は
、
下
に
黄
金
有
り
。
上
に
慈
（
磁
）
石
有
る
者
は
、
下
に
銅
金
有
り
。
上
に
陵
石

有
る
者
は
、
下
に
鉛
・
錫
・
赤
銅
有
り
。
上
に
赭
有
る
者
は
、
下
に
鉄
有
り
。
此
れ
山
の
栄
を
見あ
ら
わす

者
な
り
。
苟
く
も
山
の
其
の
栄
を
見
す
者
は
、
君 

謹
み
封
じ
て
之
を
祭
り
、
封
を
距
つ
る
こ
と
十
里
に
し
て
一
壇
を
為
し
、
是
れ
則
ち
乗
る
者
を
し
て
下
り
て
行
き
、
行
く
者
を
し
て
趨
ら
し
め
、
若
し
令

を
犯
す
者
あ
れ
ば
罪
死
し
て
赦
さ
ず
。
然
ら
ば
則
ち
之
を
折
取
す
る
に
与お

い
て
遠
し
」
と
。
教
え
を
修
む
る
こ
と
十
年
、
而
し
て
葛
盧
の
山 

発
し
て
水
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を
出
だ
し
、
金 

之
に
従
う
。
…
…　

と
云
い
、
ど
の
山
に
ど
の
よ
う
な
鉱
産
資
源
が
あ
る
か
の
見
分
け
方
が
披
瀝
さ
れ
、
し
か
も
資
源
の
豊
か
な
山
が
見
つ
か
っ
た
ら
、
そ
れ
を
封
じ
て
祭
祀
を
行

う
こ
と
も
勧
め
て
い
る
。

一
方
、
五
蔵
山
経
の
中
核
を
な
す
部
分
で
は
、
山
ご
と
に
鉱
産
資
源
の
種
類
が
記
さ
れ
、
そ
の
筆
法
も
た
と
え
ば

西
二
百
五
十
里
、
曰
騩
山
、
是
錞
于
西
海
、
無
草
木
、
多
玉
。
淒
水
出
焉
、
西
流
注
于
海
。
其
中
多
采
石
・
黄
金
、
多
丹
粟
。

西
二
百
五
十
里
を
、騩
山
と
曰
い
、是
れ
西
海
に
錞つ
つ
みし
、草
木
無
く
、玉
多
し
。
淒
水 

焉こ
こ

よ
り
出
で
、西
流
し
て
海
に
注
ぐ
。
其
の
中
に
采
石
・
黄
金
多
く
、

丹
粟
多
し
。（
西
山
経
）

又
東
南
十
里
、
曰
蠱
尾
之
山
、
多
礪
石
・
赤
銅
。
龍
餘
之
水
出
焉
、
而
東
南
流
注
于
洛
。

又
た
東
南
十
里
を
、
蠱
尾
の
山
と
曰
い
、
礪
石
・
赤
銅
多
し
。
龍
餘
の
水 

焉
よ
り
出
で
て
、
東
南
流
し
て
洛
に
注
ぐ
。（
中
次
五
経
）

又
西
五
十
里
、
曰
虎
尾
之
山
、
其
木
多
椒
椐
、
多
封
石
。
其
陽
多
赤
金
、
其
陰
多
鐵
。

又
た
西
五
十
里
を
、
虎
尾
の
山
と
曰
い
、
其
の
木
は
椒
椐
多
く
、
封
石
多
し
。
其
の
陽
に
赤
金
多
く
、
其
の
陰
に
鉄
多
し
。（
中
次
十
経
）

の
如
く
、伯
高
の
「
上
有
丹
沙
者
、下
有
黄
金
。
上
有
慈
石
者
、下
有
銅
金
。
上
有
陵
石
者
、下
有
鉛
錫
赤
銅
。
上
有
赭
者
、下
有
鐵
。」
と
い
う
言
葉
に
似
て
お
り
、

そ
の
組
み
合
わ
せ
も
、
右
の
引
用
の
中
に
類
似
す
る
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
乗
馬
篇
で
は

地
之
不
可
食
者
、
山
之
無
木
者
、
百
而
當
一
。
涸
澤
、
百
而
當
一
。
地
之
無
草
木
者
、
百
而
當
一
。
…
…

地
の
食
う
べ
か
ら
ざ
る
者
、
山
の
木
無
き
者
は
、
百
に
し
て
一
を
当
つ
。
涸
沢
は
、
百
に
し
て
一
を
当
つ
。
地
の
草
木
無
き
者
は
、
百
に
し
て
一
を
当

つ
。
…
…

と
、
土
地
の
種
類
ご
と
に
そ
れ
に
見
合
っ
た
税
を
か
け
る
こ
と
を
説
く
が
、
こ
こ
で
土
地
を
「
無
木
者
」「
涸
澤
」「
無
草
木
者
」
と
分
類
す
る
の
も
、
先
の
五

蔵
山
経
の
引
用
で
「
無
水
」「
無
草
木
」
と
い
う
記
述
が
随
所
に
見
ら
れ
る
の
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
25
。

こ
れ
ら
の
事
実
は
五
蔵
山
経
が
『
管
子
』
軽
重
学
派
の
知
識
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
。
そ
し
て
「
山
海
」
と
い
う
語
は
軽
重
学
派
の
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術
語
と
し
て
の
「
資
源
を
生
む
場
所
」
に
、
漢
初
か
ら
は
「
蛮
夷
の
住
む
辺
遠
の
地
」
の
意
味
も
加
わ
っ
た
。
前
者
の
意
味
は
五
蔵
山
経
の
内
容
と
合
致
し
、

後
者
の
意
味
は
『
山
海
経
』
後
半
の
「
海
経
」
の
内
容
と
合
致
す
る
。

五
蔵
山
経
と
軽
重
学
派
に
関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
彼
ら
は
そ
れ
を
『
山
海
経
』
と
称
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
断
ず
る
に
は
一
つ
大
き
な
支
障
が

あ
る
。
そ
れ
は
五
蔵
山
経
に
は
海
産
物
や
塩
業
に
関
す
る
記
述
が
一
切
無
い
こ
と
で
あ
る
。『
尚
書
』
禹
貢
で
は
海
岱
青
州
の｢

貢｣

と
し
て
海
塩
と
海
物
を

挙
げ
て
お
り
26
、
徐
州
で
も
そ
の｢

貢
」
を
「
蠙
珠
曁
魚
」
と
い
う
27
。
と
こ
ろ
が
五
蔵
山
経
に
は
こ
れ
ら
に
関
す
る
記
述
が
な
い
。
実
は
『
管
子
』
も
海
塩

以
外
の
海
産
物
に
関
す
る
記
述
に
は
乏
し
く
、
軽
重
丁
篇
で
も
斉
の
北
方
の
海
浜
の
貧
民
は
製
塩
を
業
と
し
な
が
ら
海
で
は
な
く
済
水
の
魚
を
梁
で
捕
っ
て
い

る
と
い
う
記
述
28
が
あ
る
。
軽
重
学
派
に
と
っ
て
の
「
海
」
は
海
塩
を
生
む
場
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
五
蔵
山
経
を
軽
重
学
派
が
『
山
海

経
』
と
呼
ぶ
と
は
考
え
難
い
。『
山
海
経
』
後
半
の
海
外
・
海
内
・
大
荒
諸
経
に
も
海
産
物
や
塩
業
に
関
す
る
記
述
は
な
く
、
五
蔵
山
経
と
こ
れ
ら
を
合
わ
せ

た
も
の
に
も
や
は
り
軽
重
学
派
が
『
山
海
経
』
と
名
づ
け
る
こ
と
は
考
え
難
い
。
先
秦
期
に
は
軽
重
学
派
以
外
に
「
山
海
」
と
い
う
語
が
あ
っ
た
形
跡
が
ほ
ぼ

無
い
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
五
蔵
山
経
や
海
経
が
先
秦
期
に
『
山
海
経
』
と
呼
ば
れ
て
い
た
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
先
秦
期
の
諸
文
献
に
『
山

海
経
』
の
書
名
が
見
え
な
い
こ
と
も
そ
の
傍
証
と
な
る
。

そ
も
そ
も
五
蔵
山
経
は
最
初
か
ら
「
山
経
」
と
い
う
語
を
そ
の
章
題
や
本
文
に
含
ん
で
い
る
。
五
蔵
山
経
巻
一
の
冒
頭
は

南
山
經
之
首
曰
鵲
山
。（
南
山
経
の
首
を
鵲
山
と
曰
う
。）

で
始
ま
り
、
以
下
も
「
南
次
二
經
之
首
」「
南
次
三
經
之
首
」
と
続
く
。
章
題
に
「
経
」
と
い
う
語
を
持
つ
先
秦
両
漢
の
書
物
は
『
墨
子
』
や
『
黄
帝
四
経
』

な
ど
が
あ
る
が
、
本
文
に
ま
で
章
題
と
同
じ
「
某
経
」
と
い
う
語
を
含
む
の
は
、
他
に
例
を
見
な
い
極
め
て
特
異
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
某
山
經
之
首
曰

某
山
（
某
山
経
の
首
を
某
山
と
曰
う
）」
か
ら
始
ま
っ
て
一
続
き
の
山
々
が
記
さ
れ
、「
某
次
二
經
之
首
曰
某
山
（
某
次
二
経
の
首
を
某
山
と
曰
う
）」
と
続
く

記
法
か
ら
す
れ
ば
、「
山
経
」
は
決
し
て
「
山
の
経
典
」
で
は
な
く
、「
一
連
な
り
の
山
」
を
指
す
一
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
五
蔵
山
経
を
一
書
に
ま
と
め

た
人
々
は
そ
れ
を
『
山
経
』
な
い
し
『
五
蔵
山
経
』
と
称
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
山
経
』
に
「
海
」
字
が
割
っ
て
入
り
『
山
海
経
』
と
い
う
書
名
に
な
っ
た

頃
に
は
、「
山
経
」
が
一
語
で
あ
っ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
即
ち
五
蔵
山
経
と
海
経
と
が
合
し
て
一
書
と
な
っ
て
か
ら
、初
め
て
『
山
海
経
』

の
名
が
つ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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『
山
海
経
』
後
半
の
海
経
は
、｢

山
海｣

の
も
う
一
つ
の
意
味
、
即
ち
漢
初
に
生
じ
た
「
蛮
夷
の
住
む
辺
遠
の
地
」
の
意
味
で
の
「
山
海
」
に
ふ
さ
わ
し
い
内

容
で
あ
る
。

海
経
の
う
ち
海
外
四
経
に
つ
い
て
は
、『
淮
南
子
』
墬
形
訓
に
見
え
る
「
海
外
三
十
六
国
」
と
ほ
ぼ
同
一
の
国
や
異
形
の
民
が
記
さ
れ
、
他
に
も
似
通
っ
た

記
述
が
多
い
こ
と
か
ら
、
楚
で
の
成
立
と
す
る
説
が
大
勢
を
占
め
る
29
。
海
内
四
経
に
つ
い
て
も
、
楚
地
で
の
成
立
と
す
る
説
が
主
流
だ
が
、
筆
者
は
実
在
し

た
斉
の
地
名
や
、
楚
地
の
神
話
伝
説
を
反
映
し
た
地
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
斉
系
の
記
事
と
楚
系
の
記
事
が
斉
の
稷
下
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
30
。

大
荒
・
海
内
経
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
『
山
海
経
』
十
八
巻
に
対
し
て
『
漢
書
』
芸
文
志
に
録
す
る
『
山
海
経
』
が
十
三
篇
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
荒
・
海
内

経
五
巻
は
劉
歆
以
後
に
付
加
さ
れ
た
も
の
と
す
る
説
が
古
く
か
ら
あ
る
が
31
、
そ
の
内
容
は
海
外
四
経
・
海
内
四
経
と
同
様
の
荒
遠
の
国
々
や
異
形
の
民
、
及

び
古
帝
王
の
系
譜
で
あ
り
、
や
は
り
楚
地
で
の
成
立
と
す
る
説
が
主
流
で
あ
る
32
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
海
経
の
諸
篇
は
五
蔵
山
経
と
は
明
白
に
異
な
る
由

来
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
軽
重
学
派
の
主
張
と
は
お
よ
そ
無
縁
の
内
容
を
も
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

海
経
諸
篇
は
そ
の
体
裁
を
見
て
も
、
各
篇
に｢

海
外
南
経｣

｢

海
内
東
経
」
等
の
篇
名
は
あ
っ
て
も
、
五
蔵
山
経
と
は
異
な
り
そ
れ
が
本
文
中
に
記
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。
た
と
え
ば
海
外
南
経
で
あ
れ
ば

海
外
自
西
南
陬
、
至
東
南
陬
者
。（
海
外 

西
南
の
陬す
み

よ
り
、
東
南
の
陬
に
至
る
者
。）

か
ら
始
ま
っ
て
、
一
連
の
国
や
異
形
の
民
が
続
き
、
最
後
は
「
南
方
祝
融
、
獸
身
人
面
、
乘
兩
龍
。」
と
い
う
四
方
神
の
記
事
で
終
わ
る
。
海
内
北
経
で
あ
れ
ば

海
內
西
北
陬
以
東
者
。（
海
内 

西
北
の
陬
以よ

り
東
な
る
者
。）

か
ら
始
ま
っ
て
、
や
は
り
一
連
の
国
や
異
形
の
民
が
続
く
が
、
最
後
に
四
方
神
の
記
事
は
な
く
、
終
わ
り
方
は
一
定
し
な
い
。

こ
の
よ
う
に
海
外
四
経
・
海
内
四
経
の
本
文
に
は
「
海
外
」「
海
内
」
と
い
う
語
は
あ
っ
て
も
、「
経
」
と
い
う
語
は
見
え
な
い
。「
山
経
」
と
は
異
な
り
、「
海

経
」
と
い
う
語
は
『
山
海
経
』
本
文
の
中
に
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、「
海
外
某
経
」「
海
内
某
経
」
と
い
う
章
題
さ
え
も
、
五
蔵
山
経
の
体
例
に
倣
っ

て
後
か
ら
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
33
。

か
く
考
え
る
と
、『
山
海
経
』
の
書
名
が
生
じ
た
の
は
や
は
り
海
経
が
山
経
と
合
し
て
一
書
と
な
っ
て
以
後
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
時
期
は
漢
初
以
後
司
馬

遷
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
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九

結　

語
「
山
海
」
と
い
う
語
は
も
と
「
山
林
・
鉱
産
資
源
や
海
産
資
源
を
生
む
場
所
」
を
意
味
す
る
軽
重
学
派
の
術
語
で
あ
り
、漢
初
か
ら
「
蛮
夷
の
住
む
辺
遠
の
地
」

の
意
味
が
加
わ
っ
た
こ
と
、
加
え
て
『
山
海
経
』
の
「
山
海
」
は
後
者
の
意
味
で
、
山
経
と
海
経
が
合
し
て
一
書
と
な
っ
て
か
ら
命
名
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い

こ
と
を
こ
こ
ま
で
で
論
じ
て
き
た
。

し
か
し
疑
問
は
な
お
残
る
。
五
蔵
山
経
は
、
い
か
な
る
経
緯
で
海
経
と
合
し
て
『
山
海
経
』
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
東
海
・
南
海
か
ら
隴
蜀
の
地
ま
で

を
統
べ
る
大
帝
国
の
出
現
と
そ
の
安
定
政
権
化
に
よ
っ
て
、
天
下
が
い
か
に
広
大
で
あ
っ
た
か
を
人
々
が
知
る
よ
う
に
な
り
、「
我
々
の
天
下
」
の
外
側
に
広

が
る
世
界
を
さ
ら
に
知
り
た
い
と
い
う
欲
求
が
社
会
に
み
な
ぎ
っ
て
い
た
こ
と
を
そ
の
背
景
と
し
て
考
え
る
の
は
、
あ
な
が
ち
的
外
れ
で
は
あ
る
ま
い
。
武
帝

の
対
外
拡
張
政
策
や
張
騫
の
大
月
氏
国
へ
の
遠
征
も
そ
れ
を
後
押
し
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
鋪
陳
し
て
絢
爛
な
世
界
を
現
出
す
る
漢
賦

が
栄
え
た
34
の
も
、
異
国
の
文
学
で
あ
っ
た
『
楚
辞
』
が
都
に
も
た
ら
さ
れ
、
中
原
の
文
学
に
新
た
な
展
開
を
も
た
ら
し
た
の
も
、
こ
の
流
れ
の
上
に
あ
る
。

「
我
々
の
天
下
」
の
中
に
あ
る
山
々
の
、
動
植
物
や
森
林
鉱
産
資
源
の
種
類
や
あ
り
か
を
記
す
五
蔵
山
経
は
、「
我
々
の
天
下
」
の
外
側
の
世
界
の
国
々
や
そ
こ

に
住
む
人
々
の
姿
を
描
く
海
経
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
世
界
全
体
」
を
描
く
書
物
へ
と
変
貌
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
こ
れ
に
『
山
海
経
』
と
名
づ
け
た
の
は
誰
な
の
か
。
残
念
な
が
ら
そ
の
詳
細
は
知
り
難
く
、
後
の
考
証
を
俟
つ
他
は
な
い
が
、
可
能
性
と
し
て
言
え
る

の
は
、
五
蔵
山
経
と
海
経
が
合
し
て
か
ら
、
漢
初
に
生
じ
た
で
あ
ろ
う
「
辺
遠
の
山
と
海
」
の
意
味
で
の
「
山
海
」
を
そ
の
書
名
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
想
像
を
逞
し
く
す
る
な
ら
、「
山
海
」
と
い
う
語
の
変
容
と
、『
山
海
経
』
の
出
現
と
は
、
軌
を
一
に
す
る
現
象
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
言

え
る
の
は
、
軽
重
学
派
の
経
済
知
識
と
関
連
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
五
蔵
山
経
は
、
海
経
と
合
し
て
か
ら
そ
の
価
値
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
辺
遠
の
地
理
知
識
の
拡
大
に
加
え
て
、
司
馬
遷
は
「
官
山
海
」
政
策
に
批
判
的
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、『
山
海
経
』
を
「
怪
物
」
の
書
と
認
識
し
、

『
塩
鉄
論
』
も
『
管
子
』
の
軽
重
の
説
を
引
く
こ
と
は
あ
っ
て
も
、『
山
海
経
』
の
引
用
は
皆
無
で
あ
る
。
前
漢
末
に
至
っ
て
、劉
歆
が
「
上
山
海
経
表
」
で
『
山

海
経
』
を
「
古
文
の
著
明
な
る
者
」
と
持
ち
上
げ
た
が
、
荒
唐
無
稽
の
書
と
し
て
の
評
価
を
覆
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
し
て
「
山
海
」
が
詩
語
と
し
て
定
着
す
る
の
は
、
さ
ら
に
後
れ
て
魏
晋
の
頃
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
関
し
て
も
解
明
す
べ
き
問
題
は
多
く
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二
〇

潜
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

附
記本

研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号16K

02583

（
代
表
：
大
野
圭
介
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

注１　

韓
高
年
は
袁
珂
や
章
学
識
の
説
に
反
対
し
て
、
経
歴
・
経
紀
の
意
な
ら
『
経
山
海
』
と
な
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
、『
墨
子
』『
韓
非
子
』
に
も
「
経
」
と
称
す
る
篇
が
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
「
経
典
」
の
意
と
す
る
。
韓
高
年
『《
山
海
経
》
注
釈
』
中
華
書
局
、
二
〇
二
〇
年
、
六
〜
一
三
頁
。

２　

袁
珂
は
『
尚
書
』
君
奭
「
弗
克
經
歷
」
か
ら
既
に
「
経
」
字
が
「
経
歴
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
一
方
、「
経
典
」
の
意
は
比
較
的
遅
く
に
現
れ
て
い
る
こ
と
、
五
蔵
山
経

の
各
山
経
の
末
尾
に
あ
る
「
右
某
經
之
山
，
凡
若
干
山
、
若
干
里
（
右 

某
経
の
山
、
凡す
べ

て
若
干
山
、
若
干
里
）」
の
「
経
」
は
「
経
歴
」
で
あ
っ
て
「
経
典
」
と
は
解
せ
な

い
こ
と
、
五
蔵
山
経
の
末
尾
に
あ
る
「
禹
曰
、
天
下
名
山
經
五
千
三
百
七
十
山
、
六
萬
四
千
五
十
六
里
、
居
地
也
（
禹
曰
く
、
天
下
の
名
山
は
経
る
こ
と
五
千
三
百
七
十
山
、

六
万
四
千
五
十
六
里
、地
に
居
る
な
り
）」
云
云
と
い
う
文
を
，『
後
漢
書
』
郡
國
志
劉
昭
注
が
引
い
て
「
名
山
五
千
三
百
五
十
、經
六
萬
四
千
五
十
六
里
」
と
作
り
、こ
の
「
経
」

は
明
ら
か
に
「
経
歴
」
の
意
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、『
山
海
経
』
の
「
経
」
は
経
歴
の
意
で
あ
る
と
す
る
。
袁
珂
『
山
海
経
校
注
』
山
海
経
第
六
・
海
外
南
経
注
、
上
海
古

籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
、
一
八
一
〜
一
八
三
頁
。

３　

章
学
誠
は
『
文
史
通
義
』
巻
一
・
内
篇
一
で
つ
と
に
「
地
界
言
經
、
取
經
紀
之
意
也
。
是
以
地
理
之
書
、
多
以
經
名
、『
漢
志
』
有
『
山
海
經
』、『
隋
志
』
乃
有
『
水
經
』、

後
代
州
郡
地
理
、
多
稱
圖
經
、
義
皆
本
於
經
界
、
書
亦
自
存
掌
故
、
不
與
著
述
同
科
、
其
於
六
藝
之
文
、
固
無
嫌
也
。（
地
界
を
経
と
言
う
は
、
経
紀
の
意
を
取
る
な
り
。
是

を
以
て
地
理
の
書
は
、
多
く
経
を
以
て
名
づ
く
、『
漢
志
』
に
『
山
海
経
』
有
り
、『
隋
志
』
は
乃
ち
『
水
経
』
有
り
、
後
代
の
州
郡
の
地
理
は
、
多
く
図
経
と
称
し
、
義
は

皆
な
界
を
経
す
る
に
本
づ
き
、
書
も
亦
た
自
ら
掌
故
を
存
し
、
著
述
と
科
を
同
じ
く
せ
ず
、
其
の
六
芸
の
文
に
於
い
て
、
固
よ
り
嫌
無
き
な
り
。）」
と
云
い
、「
経
」
を
「
地

を
区
画
す
る
」
意
と
す
る
。

４　

袁
珂
、
前
掲
書
、
一
八
三
頁
。

５　

松
田
稔
『『
山
海
経
』
の
基
礎
的
研
究
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
五
年
、
五
頁
。

６　

陳
連
山
『《
山
海
経
》
学
術
史
考
論
』、
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
一
八
頁
。

７　

黎
翔
鳳
『
管
子
校
注　

下
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
、
一
二
六
〇
〜
一
二
六
一
頁
。

８　

町
田
三
郎
「
管
子
軽
重
篇
に
つ
い
て
」『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
十
五
集
、
一
九
六
三
年
、
四
二
頁
。
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『
山
海
経
』
の
書
名
に
つ
い
て
　
―
―
「
山
海
」
を
中
心
に
―
―

二
一

９　

金
谷
治
『
管
子
の
研
究
』
第
四
章
第
三
節
「「
軽
重
」
篇
の
成
立
」、
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
、
一
七
三
頁
。

10　

若
江
賢
三
「『
管
子
』
に
見
ら
れ
る
経
済
思
想
―
『
史
記
』
貨
殖
列
伝
と
の
関
連
か
ら
―
」『
東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要
』
一
号
、
一
九
八
五
年
、
七
七
頁
。

11　

張
固
也
『《
管
子
》
研
究
』
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
六
年
、
第
九
章
「
論
《
管
子
軽
重
》
的
著
作
年
代
」

12　

諸
本
は
「
椎
埋
」
に
作
る
が
、
梁
玉
縄
『
史
記
志
疑
』
は
こ
れ
を
「
推
理
」
の
誤
り
と
し
、
以
後
こ
れ
に
従
う
者
が
多
い
。

13　

佐
藤
武
敏
『
司
馬
遷
の
研
究
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
年
、
五
七
七
〜
五
七
八
頁
。
な
お
佐
藤
氏
は
貨
殖
列
伝
の
「
皆
非
有
爵
邑
奉
祿
弄
法
犯
姦
而
富
」
を
「
奉
祿
」
の
下

で
切
っ
て
「
爵
邑
俸
禄
の
な
い
者
（
民
間
の
富
者
）
は
不
当
な
手
段
で
富
を
得
る
」
と
解
す
る
が
、
こ
の
句
読
に
は
従
い
難
い
。

14　

大
農
上
鹽
鐵
丞
孔
僅
・
咸
陽
言
「
山
海
、
天
地
之
藏
也
。
皆
宜
屬
少
府
、
陛
下
不
私
、
以
屬
大
農
佐
賦
。
願
募
民
自
給
費
、
因
官
器
作
煮
鹽
、
官
與
牢
盆
。
浮
食
奇
民
欲
擅

管
山
海
之
貨
、
以
致
富
羨
、
役
利
細
民
。
其
沮
事
之
議
、
不
可
勝
聽
。
敢
私
鑄
鐵
器
煮
鹽
者
、
釱
左
趾
、
沒
入
其
器
物
。
郡
不
出
鐵
者
、
置
小
鐵
官
、
便
屬
在
所
縣
。」
使
孔

僅
・
東
郭
咸
陽
乘
傳
舉
行
天
下
鹽
鐵
、
作
官
府
、
除
故
鹽
鐵
家
富
者
爲
吏
。
吏
道
益
雜
、
不
選
、
而
多
賈
人
矣
。
…
…

　
　

元
封
元
年
、…
…
桑
弘
羊
為
治
粟
都
尉
、領
大
農
、盡
代
僅
筦
天
下
鹽
鐵
。弘
羊
以
諸
官
各
自
市
、相
與
爭
、物
故
騰
躍
、而
天
下
賦
輸
或
不
償
其
僦
費
、乃
請
置
大
農
部
丞
數
十
人
、

分
部
主
郡
國
、
各
往
往
縣
置
均
輸
鹽
鐵
官
、
令
遠
方
各
以
其
物
貴
時
商
賈
所
轉
販
者
為
賦
、
而
相
灌
輸
。
…
…
天
子
以
爲
然
、
許
之
。
…
…
一
歲
之
中
、
太
倉
・
甘
泉
倉
滿
。

邊
餘
穀
諸
物
均
輸
帛
五
百
萬
匹
。
民
不
益
賦
而
天
下
用
饒
。
於
是
弘
羊
賜
爵
左
庶
長
、
黃
金
再
百
斤
焉
。

15　
『
漢
書
』
食
貨
志
下
に
よ
れ
ば
、
結
局
こ
の
建
議
は
実
行
さ
れ
ず
、
桑
弘
羊
は
後
に
御
史
大
夫
に
至
っ
た
。「
卜
式
言
曰
『
縣
官
當
食
租
衣
稅
而
已
、
今
弘
羊
令
吏
坐
市
列
、

販
物
求
利
。
亨
弘
羊
、
天
乃
雨
。』
久
之
、
武
帝
疾
病
、
拜
弘
羊
為
御
史
大
夫
。」

16　
『
漢
書
』
食
貨
志
下
「
昭
帝
即
位
六
年
、
詔
郡
國
舉
賢
良
文
學
之
士
、
問
以
民
所
疾
苦
、
教
化
之
要
。
皆
對
願
罷
鹽
鐵
酒
鸞
均
輸
官
、
毋
與
天
下
爭
利
、
視
以
儉
節
、
然
後
教

化
可
興
。」

17　
『
群
書
治
要
』
は
「
求
瑤
琨
，
…
…
搏
犀
象
」
を
「
捕
豹
翠
」
に
作
る
。
ま
た
「

瑁
」
の
前
に
は
、
前
後
の
句
が
三
字
句
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
動
詞
一
字
が
脱
落
し
て
い
る

と
み
ら
れ
る
。

18　
（
原
文
）
趙
使
欲
夸
春
申
君
、
爲
瑇
瑁
簪
、
刀
劍
室
、
以
珠
玉
飾
之
。
請
命
春
申
君
客
。
春
申
君
客
三
千
餘
人
、
其
上
客
皆
躡
珠
履
、
以
見
趙
使
。
趙
使
大
慙
。

19　

金
谷
治 「
陸
賈
と
婁
敬 : 

漢
初
儒
生
の
活
動 （
一
）」『
東
洋
史
研
究
』
一
五
、一
九
五
七
年
二
月
、
三
二
〜
三
四
頁
。

20　

宇
野
茂
彦
「
隆
賈
新
語
札
記　

―
思
想
史
の
観
点
よ
り
見
た
る
―
」『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集　

哲
学
』
三
三
、一
九
八
七
年
三
月
、
一
七
九
〜
一
八
〇
頁
。

21　

福
井
重
雅
『
陸
賈
『
新
語
』
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
、
第
二
節
・
二

22　

福
井
重
雅
、
前
掲
書
、
六
九
〜
七
〇
頁
。

23　
『
漢
書
』
王
陵
伝
の
顔
師
古
注
引
晋
灼
「
主
、
撃
也
」
に
拠
っ
て
「
攻
撃
」
と
解
す
る
王
利
器
の
説
に
従
う
。『
塩
鉄
論
校
注　

上
』
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
、
九
〇
頁
。

24　

孫
詒
譲
は
「
吾
」
を
「
五
」
の
誤
り
と
し
、
下
に
「
穀
」
字
を
脱
す
る
と
す
る
。『
札
迻
』
巻
四
。

25　

五
蔵
山
経
と
『
管
子
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
山
海
経
』
五
蔵
山
経
と
『
管
子
』」（『 
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
四
十
九
、二
〇
〇
八
年
八
月
）
に
詳
論
し
て
い

る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
臼
倉
直
樹
「『
山
海
経
』
の
形
成
過
程
及
び
そ
の
性
質
」（『
立
命
館
文
學
』
六
〇
六
、二
〇
〇
八
年
三
月
）
も
筆
者
と
は
別
の
視
点
か
ら
五
蔵
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二
二

山
経
と
『
管
子
』
地
数
篇
の
関
係
の
近
さ
を
詳
論
し
て
い
る
。

26　

海
岱
惟
青
州
。
…
…
厥
貢
鹽
絺
、
海
物
惟
錯
。（
海
岱
は
惟
れ
青
州
。
…
…
厥
の
貢
は
塩
絺
、
海
物
は
惟
れ
錯
。）

27　

海
岱
及
淮
惟
徐
州
。
…
…
厥
貢
惟
土
五
色
、
羽
畎
夏
翟
、
嶧
陽
孤
桐
、
泗
濱
浮
磬
、
淮
夷
蠙
珠
曁
魚
。（
海
岱
及
び
淮
は
惟
れ
徐
州
。
…
…
厥
の
貢
は
惟
れ
土
五
色
、
羽
畎
夏

翟
、
嶧
陽
の
孤
桐
、
泗
濱
の
浮
磬
、
淮
夷
の
蠙
珠
曁
魚
。）

28　

北
方
之
萌
者
、
衍
處
負
海
、
煮
泲
爲
鹽
、
梁
濟
取
魚
之
萌
也
。（
北
方
の
萌
（
氓
）
な
る
者
は
、
衍
處
し
て
（
平
坦
な
地
に
住
み
）
海
を
負
い
、
泲
（
海
水
）
を
煮
て
塩
を
為つ

く

り
、
済
に
梁
し
て
魚
を
取
る
の
萌
な
り
。）

29　

中
で
も
墬
形
訓
の

昆
侖
・
華
丘
在
其
東
南
方
、
爰
有
遺
玉
・
青
馬
・
視
肉
・
楊
桃
・
甘
樝
・
甘
華
、
百
果
所
生
。

昆
侖
・
華
丘
は
其
の
東
南
方
に
在
り
、
爰
に
遺
玉
・
青
馬
・
視
肉
・
楊
桃
・
甘
樝
・
甘
華
有
り
、
百
果
の
生
ず
る
所
。

　

と
い
う
記
事
が
、『
山
海
経
』
海
外
北
経
の

平
丘
在
三
桑
東
、
爰
有
遺
玉
・
青
鳥
・
視
肉
・
楊
柳
・
甘
柤
・
甘
華
、
百
果
所
生
。

平
丘
は
三
桑
の
東
に
在
り
、
爰
に
遺
玉
・
青
鳥
・
視
肉
・
楊
柳
・
甘
柤
・
甘
華
有
り
、
百
果
の
生
ず
る
所
。

と
酷
似
し
、
し
か
も
『
山
海
経
』
海
経
に
頻
出
す
る
、「
爰
有
」
の
後
ろ
に
珍
奇
な
事
物
を
羅
列
す
る
形
式
は
、『
淮
南
子
』
で
は
こ
の
部
分
以
外
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

『
淮
南
子
』
が
『
山
海
経
』
を
引
用
し
た
も
の
と
す
る
臼
倉
直
樹
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
（
臼
倉
直
樹
、
前
掲
論
文
、
一
二
〇
七
頁
）。

30　

拙
稿
「『
山
海
経
』
海
内
四
経
の
成
立
」『
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
二
十
八
、一
九
九
八
年
。

31　

郭
璞
『
山
海
経
伝
』
目
録
の
「
海
内
経
第
十
八
」
注
に
「
此
海
内
經
及
大
荒
經
本
皆
進
在
外
（
此
の
海
内
経
及
び
大
荒
経 

本
と
皆
な
進
む
る
（
劉
歆
が
帝
に
献
上
し
た
）
と

き
外
に
在
り
）」
と
云
い
、
以
後
の
諸
注
釈
も
概
ね
こ
れ
に
従
う
。

32　

袁
珂
「『
山
海
經
』
寫
作
的
時
地
及
篇
目
考
」（『
神
話
論
文
集
』
一
九
八
二
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
所
收
）
は
楚
で
の
成
立
と
し
、
蒙
文
通
「
略
論
『
山
海
經
』
的
寫
作
時
代

及
其
産
生
地
域
」（『
巴
蜀
古
史
論
述
』
一
九
八
一
年
、
巴
蜀
書
社
所
收
） 

は
蜀
で
の
成
立
と
す
る
。

33　

畢
沅
は
『
山
海
経
新
校
正
』
所
収
の
「
山
海
経
古
今
本
篇
目
考
」
に
お
い
て
、
劉
歆
校
定
前
の
古
本
の
篇
目
を
、
五
蔵
山
経
部
分
は
「
南
山
経
第
一
」「
南
次
二
経
第
二
」
等

と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
海
外
経
以
下
を
「
海
外
自
西
南
陬
至
東
南
陬
第
二
十
七
」「
海
内
東
南
陬
以
西
第
三
十
一
」
等
と
し
、「
経
」
と
は
称
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え

て
い
る
。

34　

戸
倉
英
美
は
漢
賦
の
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
「
言
葉
に
よ
る
世
界
征
服
」
と
表
現
し
て
い
る
。
戸
倉
英
美
『
詩
人
た
ち
の
時
空
』、
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
所
収
「
Ⅰ　

漢
代
の

文
学
に
お
け
る
「
全
体
」
の
精
神
」
一
四
頁
。
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